
宮
崎
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佐
土
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町
仲
間
原
の
港
成
洪
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俊

雄

宮
崎
僻
見
湯
那
高
鍋
町
か
ら
佐
土
原
町
に
互
る
地
域

に
は
大
塚
撃
士
が
高
鍋
層
群
及
び
妻
層
群
と
呼
ば
れ
た

新
第
三
系
が
磯
達
し
､
之
等
を
不
整
合
に
被
覆
す
る
淡

水
成
の
洪
積
層
が
あ
る
.
此
の
洪
積
層
を
大
塚
学
士
は

追
出
洛
暦
と
呼
ば
れ
た
｡
迫
川
洛
静
は
磯
･呼

粘
土
ま

わ
成
㌔

流
木
以
外
に
は
化
石
は
末
だ
聡
見
n
れ
で
居

な
い
｡
此
の
地
方
に
は
海
成
段
丘
を
被
覆
し
て
居
る
薄

い
海
成
磯
圏
は
在
る
が
､
未
だ
化
石
を
含
ん
だ
梅
成
洪

積
暦
の
春
在
は
知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
｡
筆
者
は
昭
和

ち
ゆう
げ
んは
ろ
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一
月
佐
土
原
町

仲

間

原

の

南
方
の
小
雀
に
面
し
た

一
小
崖
に
平
淡
単
軌
水
棲
の
月
化
石
を
含
ん
だ
含
刺
磯

チ
ユウゲ
ンバ
ル

泥
厨
を
教
兄
し
た
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の
泥
暦
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仲

間

原

厨

と
命
名
す
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仲
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原
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の
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衣
の
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十
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そ
の
外
蘇
慮
瓶

の
化

石
h
,少

数
含
ん
で
居
る
｡

此
の
令
化
石
厨
は
大
塚
撃
士
の
吏
厨
の
泥
岩

を
不
整

(
=
に
被
覆
し
て
屠
る
｡

B
a
rn
e
aが
不
整
合

下
の
泥
岩

の
内
は
穿
孔
し
た
為
化
石
に
成
っ
て
屠
る
状

態
は
酬
奈

川
堀
橘
樹
郡
旭
村
上
末
苦
や
大
塚
壁
土
が
記
越
せ
ら
れ

た
同
順
同
郡
日
青
騨
近
傍
は
於
け
る
状
態
と
よ
く
似
て

居
て
上
下
の
地
層
の
間
に
不
整
合
が
存
在
す
る
事
を

不

す
好
例
で
あ
る
｡

此
の
化
石
月
額
の
内
相
迄
同
定
し
程
72
も
の
は
凡

て

現
生
欄
で
あ
ら
且
之
等
は
現
在
日
向
近
海
は
棲
息
し

て

居
る
｡
従
っ
て
此
の
化
石
表
の
み
を
見
れ
ば
極
め
て
新

し
い
時
代
堅

不
す
接
に
も
恩
は
れ
る
｡
併
し
乍
ら
此
の

仲
間
原
層
の
堆
積
状
態
は
迫
川
洛
厨
の
堆
精
状
態
と
酷

似
し
て
屠
-
､
圏
序
上
北
ハほ
段
丘
磯
厨
と
妨
三
配
暦
の

間
に
挟
ま
っ
て
屠
る
｡
従
っ
て
抽
出
潰
層
と
仲
間
原
暦

節
凹
批

二
八
六

四

m

を
封
此
し
､

後
者
患
肌
着
の
牛
洗
車
械
水
相
と
寵
め
ら

れ
る
｡

紀
伊
牛
島
沼
岸
か
ら
志
摩
､
渥
美
､
遠
江
は
分
布
す
る

侮
成
洪
積
層
の
フ
ォ
ー
ナ
は
可
成
-
の
絶
滅
種
を
含
ん

で
屠
る
｡
併
し
乍
ら
之
等
の
所
謂
絶
滅
種
が
大
部
分
徴

小
夜
月
数
で
あ
わ

.
そ
の
極
-

7
少
部
分
の
外
は
勝
家

本
邦
近
海
に
壁
春
し
て
居
る
事
が
明
に
在
る
で
あ
ら
う
｡

此
の
事
は
捉
衆
の
鍵
廟
か
ら
充
分
期
待
し
縛
る
｡
横
川

閣
士
が
上
部
武
減
野
層
の
化
石
月
数
を
研
究
せ
ら
れ
た

際
多
数
の
倣
小
月
瓶
が
現
在
蕉
布
す
る
事
を
知
ら
れ
て

居
な
か
っ
た
｡
併
し
常
時
博
士
が
橡
憩
せ
ら
れ
た
如
く

そ
の
後
そ
の
多
-
が
現
在
蕉
春
す
る
事
が
明
か
は
成
っ

た
｡
従
っ
て
所
謂
純
減
蔵
を
含
ま
を

い
仲
間
原
厚
意

剛

記
譜
地
方
の
洪
積
層
と
同
時
代
と
見
放
す
事
は
決
し
て

無
排
で
は
覆

い
｡
大
塚
撃
士
は
迫
川
酒
暦
を
寵
伊
佐
渚

等
の
洪
積
層
に
封
此
さ
れ
た
｡
筆
者
は
此
の
考

へ
む
現

在
の
智
誠
を
以
て
し
て
は
教
も
合
印
的
な
も
の
と
侶
ず

る
0滝

山
潰
静
堆
積
潜
時
に
は
高
鍋
町
附
近
は
少
く
と
,?



現
我
の
晦
枠
組
以
西
は
陸
地
で
あ
-
1
此
の
睦
地
上
の

河
沼
は
堆
積
L
L
J
の
が
淡
水
利
の
通
山
域
衛
で
あ
る
｡

触
る
ほ
此
の
時
に
は
佐
土
原
附
近
に
酉

へ
轡
入
し
な
入

江
が
布
衣
L
t
此
の
入
江
の
河
口
附
近
に
牛
淡
水
朝
の

仲
間
原
圏
が
沈
積
し
た
0
換
言
す
れ
ば
竹
田
畔
此
の
附
近

の
溢
岸
線
は
決
し
て
現
在
ja
ら
る
!
如
き
軍
制
な
宙
線

的
夜
も
の
で
は
夜
-
p
相
常
屈
曲
社
有

し
て
屠
た
｡

(完
)

京
都
府
相
楽
郡
笠
置
柑
産
電
気
石
に
就
い
て

..I
tr>

.･t
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m舛

rノ
巨

八

郎

,ノ
一

踊
酉
本
線
の
沿
線
笠
粧
相
の
東
方
は
'
雲
母
片
岩
を

賞

いて
岩
床
を
為
す
片
状
蓑
雲
母
花
岡
岩
よ
-
威
わ
t

此
の
花
岡
岩
は
副
成
分
と
し
て
風
侶
子
硯
及
び
柘

村
石

を
含
有
L
p
前
者
は
粒
状
の
徴
晶
で
あ
っ
て
蔑
雲
母
は

包
袈
せ
ら
れ
潤

い
多
色
性
鹿
堅

不
し
.
後
者
は
紅
色
計

量
し
肉
眼
を
以
っ
て
容
易
に
其
の
存
在

社
説
め
得
ら
れ

る
｡
此
塵
は
記
載
す
る
電
気
石
は
笠
置
騨
よ
カ
約
二
粁

柳
生
に
至
る
道
路
の
近
傍
に
於
け
る
日
本
石
材
株
式
愈

融
の
荘
園
岩
採
石
所
は
産
す
る
7P
の
で
あ
る
｡

産
山
状
態封

邸
仰
棚
兜
那
丑
班
村
練
絹
如
右
に
就

い
て

電
気
街
は
母
岩
中
に
幅
約
二
糎
内
外
の
暦
と
な
っ
て

其
の
結
晶
が
排
列
さ
れ
七
･此
の
暦
に
滑
以
岩
石
を
杖
る

時
は
第

一
間
の
如
-
で
あ
る
｡
母
岩
の
状
態
は
依
っ
て

P
egm
atite
及
び

A
plit
e
よ
少
産
す
る
79
の
土

一様

が

見
ら
れ
る
｡

m

P
e
g
m
atite
に
産
す
る
も
の

雲
付
片
岩
と
の
接
触
部
に
放
て
は
花
闘
岩
は

Peg･

m
atite

に
移
化
し
､
黄
蛾
鉱
を
多
-
含
む
で
居
る

｡

此
の
部
分
に
於
け
る
電
束
石
は

何

に
瞭
べ
て
結
晶
も

大
き

い
が
､
亀
裂
に
滑
っ
て
網
目
の
如
-
黄
銑
鰻
は
浸

二
八七

川
北


